
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 皆さん、こんにちは。社長の近藤です。5月22日

に、3年半ぶりとなる集合型のKRAセミナーを開催

いたしました。 

 2020年以降はコロナ禍の影響もあり、オンライ

ン開催を続けていましたが、今回はKRAメンバーの

皆様に呼びかけ、東京で開催をしました。 

 開催のきっかけは、2月の感謝の集いで、昨年の

実績をお客様にご報告したところ「その実績の背景

にはどのようなことがあるのですか？」という質問

を多くいただいたことです。 

 正直に申し上げると、その時に社内では共通認識

を持てていませんでしたので、幹部メンバーと何度

かミーティングを重ねました。そして、もしこの内

容をKRAメンバーの皆様にお話しして喜んでいただ

けるのであればということで開催を決断しました。 

 今回は社内の細かい数字も公開するため、オンラ

イン開催は行わないことにしたのですが、どれだけ

の方にお集まりいただけるのか不安な部分もありま

した。しかし蓋を開けてみると、北は北海道、南は

沖縄から52名の方にお集まりいただき、有意義な1

日となりました。 

 さらに今回のセミナーでは、当社からの発信だけ

でなく、KRAメンバーの2社（愛知県のカーグリー

コマゼン様と新潟県の坂井自動車様）からも、成功

事例を共有していただきました。この成功事例がと

にかく素晴らしく、何よりも説得力がありました。 

 考えることはもちろん大切なことですが、それだ

けでなく「行動」を伴った取り組みに説得力がある

ことを実感しましたし、私も勉強させていただきま

した。 

 KRAは、自動車リサイクル業界の収益性と社会性

の向上に貢献したいと考えて、活動しております。 

今後もKRAメンバーの皆様と共に、様々なチャレン

ジをする中で、未来を創造していきます。 

 5/22 KRAセミナー in 東京  KRAとは 

会宝リサイクラーズアライアンスの略です 



 

 

  

 皆様こんにちは。5月は中旬以降気温が高く、ハウス内では38℃を記録する

こともありました。トマトも私たちも高温対策・水分補給などをしっかりと

し、今後の活動に不備がないようにしていきます。 

 5月は4月以上に収穫量が増え、現在1日の最高収穫量は298㎏となり、収穫

だけで1日が終わってしまいました。もちろん栽培管理も並行してやらなけれ

ばいけませんので収穫量の調整、収穫のスピードUPに努めて6月も取り組んで

いきます。 

 5月13日は羽咋ハウス・圃場にて定植祭を開催。社員とご家族の方々計70

名来られ、トマトのもぎ取り体験、里芋・生姜・サツマイモ・大豆の播種・定

植体験、少し早いですが試し掘りをした玉ねぎ、キャベツとにんにく、トマト

を使用した手作りスープ(会宝キッチンのスタッフのレシピで調

理)、玉ねぎディップの試食会を実施。とても美味しく出来まし

た！短い時間ではありましたが、普段体験できない農業体験を

することで、農業への関心・学びにつながり、気分もリフレッ

シュできて、皆様方楽しんでいただけたかと思います。次回、

10月の収穫祭の催しも楽しんでいただけるように私たちも協力

して栽培に取り組んでいきます。（担当：畠中）  

          農業の取り組み ～農業事業部より～ 

 こんにちは、会宝ゴルフ倶楽部の朝倉です。今回は4

月29日に開催された第8回チェアマンズカップについ

てご報告します。 

 数日前まで雨予報だったのですが、当日はお天気にも恵まれ、青空のTHE ゴルフ日和！今回は例年に増し

て気合いの入ったメンバーが多く、業務後に練習場に行ったり、会宝キッチンで昼食を食べながらみんなで

ゴルフ談義をしたり、コンペ当日までの一緒に過ごした時間もとても大切な思い出となりました。 

 今回のコンペもダブルペリア方式で、ハンディキャップ込みの得点計算方法で行いました。単にスコアだ

けではなく、運も絡んでくる方式ですので、豪華景品をもらえるのか、誰が優勝するのか、毎回ドキドキで

した。更に今回からは賞の種類や賞品内容もリニューアルし、仲間とスコア表を見ながら18ホールを振り返

る大反省会＆表彰式は大盛り上がりで

した。今回の優勝は近藤会長でした、

おめでとうございます！また次回もた

くさんの方にご参加いただけるように

盛り上げていきます。 

会宝農園の野菜はこちらのサイトからご購入いただけます。 

★目的★ 

・社内の仲間と一体感を持って楽しみ、親睦を深める。 

・ルールとマナーを修得し、人間力を身につける。 

社内ゴルフコンペ 『 第8回 会宝チェアマンズカップ 』 



 

 

 

 

  今月のパチリ 
 こんにちは。5月20日（土）と27日（土）に「完熟トマトもぎとり体験」を開催しました。当社の農園

で栽培している農薬不使用のミニトマトが収穫最盛期を迎え、とても甘く、美味しいトマトがたくさんでき

ました。「このトマトを多くの方に味わっていただきたい」「農園にお越しいただき、トマトの収穫の楽し

さを体験していただきたい」という想いから、一般のお客様向けに「完熟トマトもぎとり体験」を開催しま

した。お陰様で2日間とも大盛況でした。ご参加いただいたお客様からは「収穫も体験できて、その場で新

鮮なトマトもたくさん食べられて、家にもたくさん持って帰ることができて、大大大満足」と、嬉しいご感

想をいただきました。また、初めてトマト収穫した5歳の女の子は

「トマトってりんごみたいに木にできんのやね（木にならないん

だね）」と言っていて、お子様の農業体験としても充実したもの

になったのではないかと嬉しく思っています。初めての企画でし

たが、ご参加いただいた方に喜んでいただけて良かったです。ま

た機会がありましたら開催したいと思っています。(担当：川村) 

 ナマステ！インドAKKの宮川です。5月、工場の竣工式から一年が経ち、社員全員とお祝いを行いまし

た。一緒に1年間、最も大変な0からの立ち上げを担ってきた仲間たちとのお祝いです。最初は写真に写っ

ているオフィスも椅子も何もなく、屋根もなく、ただの空間としての工場に設備を導入し、気温50度近い

真夏の中、冷蔵庫も電気もトイレも何も無いところから今の工場へと社員の力で創り上げてきました。今思

い返すとすごい環境ですね（笑）。当時は大変だなと思ったことも形になってきている工場を見ると、人間

の力というのは素晴らしいなと思います。工場にあるバケツ一つ、工具の置き方一つ一つ、全て勝手に出来

上がっていくものではなく、社員一人一人が行動を起こし、今の工場を創り上げてくれたおかげです。来年

はさらに増えるスタッフと共に、より成長した姿でお祝いができるように、今日も

また一日一日事業を前に進めて参りますインドのさらなる経済成長・環境問題の解

決・資源循環の促進・雇用創出、そして両国の未来へと繋がる関係構築にも寄与す

る事業として、今日も私たちはインドの廃車を一台一台精緻に解体して参ります。  

社員海外レポート  

 

 こんにちは。海外事業部の橋本です。今月の輸出情報をお届けします！今月のテーマは「お客様が求める

部品状態の基準」です。 

 さて先々月・先月のコラムにて年式の新しい中古部品の需要増について特集させていただきましたが、海

外のお客様はどのような部品詳細を元に購入の意思決定をされるのでしょうか？弊社の失注データを元に

「海外顧客の求める部品状態の基準」について示した結果が下記の表になります。海外のお客様にとって部

品の走行距離や塗装状態などは大きな問題ではないことがわかります。これは海外では日本より補修技術が

発展しており、安価な人件費で補修ができていることが要因の一つにあると考えられます。状態の許容範囲

が広いということは、それだけ国内市場にある商品の中からお客様に提案できる商品数

が増えるということです。海外のお客様から在庫に無い商品の見積もり依頼があった際

は、ぜひ一度、お客様の求める部品状態の基準についてお問い合わせされてはいかがで

しょうか。海外顧客の求める部品状態の基準に認識のズレがあるかもしれません。 

輸出最新情報  

FROM      

INDIA 



 

 

 当社も含めて７割以上の企業が、定年を60歳と定めていますが、この「定年」という言葉にはどのよ

うな意味が込められているのでしょうか？ 一般的には、現役生活を終える年齢になり「これからはどう

ぞ体をゆっくり休めて下さい」という意味が込められているかと思います。 

 しかし周りを見渡した時に、60歳の方が「そろそろ体を休めて・・・」という年齢でしょうか？ 

少なくとも私の周りの60歳の方は、みんな元気で現役バリバリです。 

 実際に平均寿命も、ここ50年で10歳以上も長くなっていますので、昔の60歳とはイメージが違うか

と思います。それと今は、年金の受給開始が65歳ですので、65歳までの5年間に不安のある人も多いか

と思います。さらに、当社は生涯楽しく働ける会社づくりを目指しています。 

 そこで役員で話し合った結果、それだったら「定年延長でしょ！」ということになり、退職金制度の

見直しと共に、今月から定年を65歳に延長することにしました。今後も会宝産業で働く人が、安心して

楽しく働ける会社づくりを進めていきます。 （担当：佐藤）  

 今月のトピックス ～ 今月から定年が60歳から65歳に！ ～ 

  相場情報 ～生産部より～ 
 こんにちは、会宝産業の山口です。短い春が過ぎ、暑い日も多くなってきましたね。 

 鉄相場に関しては連休以降も市中発生が少なく、かつ円安も影響して価格の下げは止まり、上げの余地

が・・・と思った矢先に電気料金の値上率

の高さに驚いている方も多いのではないで

しょうか。夏に向けて電力が貴重なエネル

ギーとなっていく中、どの程度電炉に影響

が出るかは定かではないですが、様々な所

に動きが出るように思います。アルミも同

様に影響を受けると考えられていますが、

こちらは自動車需要が徐々に回復している

事もあり、国内の生産量も元に戻りつつあ

るようです。 

2023年5月 見込み台数 

 入庫台数 780台          

 処理台数 750台     
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